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【１】

日 

 

秋

の

例

大

祭

日

程 

八
月
一
日
（
金
）
午
後
七
時
三
十
分
よ
り
、「
桃
山

の
間
」
に
て
七
町
内
の
氏
子
会
会
長
、
祭
礼
世
話
人

連
合
会
、
祭
礼
青
年
連
合
会
、
祭
礼
世
話
人
、
祭
礼

世
話
人
、
祭
礼
青
年
、
神
社
（
宮
司
、
氏
子
総
代
）

が
集
ま
り
「
祭
礼
関
係
者
合
同
会
議
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

夏
目
宮
司
、
夏
目
氏
子
総
代
会
長
の
挨
拶
の
後
、

役
員
紹
介
、
例
大
祭
日
程
、
各
町
奉
納
行
事
の
確
認

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

氏
子
入
り
・
初
参
り
の
ご
案
内 

令
和
六
年
八
月
一
日
以
降
に
ご
誕
生
の
お
子
様
、
ま
た
、
婿
入
り
、

嫁
入
り
、
転
入
さ
れ
た
方
の
ご
健
康
・
ご
幸
福
を
御
祈
祷
い
た
し

ま
す
。 

斎
行
日 

 
 
 
 
 

十
月
十
日
（
金
） 

 
 
 
 
 
 
 

【
例
大
祭
初
日
】 

受
付
時
間 

 
 
 

午
前
九
時
半
～
十
一
時
半 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

午
後
一
時
～
二
時
半 

受
付
場
所 

 

神
社
会
館 

初
穂
料 

 
 

ご
一
名
様
に
つ
き 

三
千
円 

昨年の様子 

【
初
宮
参
り
と
氏
子
入
り
】 

 

初
宮
参
り
は
誕
生
後
初
め
て
氏
神
さ
ま
に
、
お
婆
さ
ん
な
ど
に
抱
か

れ
て
お
宮
参
り
を
す
る
こ
と
で
、
単
に
お
宮
参
り
と
も
い
い
ま
す
。 

氏
神
さ
ま
に
出
生
を
報
告
す
る
も
の
で
、
子
供
が
無
事
に
生
ま
れ
た
感

謝
と
今
後
の
成
長
の
ご
加
護
を
祈
り
ま
す
。
男
児
は
誕
生
三
十
一
日

目
、
女
児
は
三
十
三
日
目
に
お
参
り
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

地
方
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
氏
子
入

り
の
儀
式
も
兼
ね
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。 

 

氏
子
入
り
は
一
人
の
人
間
と
し
て
こ
の
地
域
の
一
員
、
ひ
て
は
氏
神

さ
ま
の
氏
子
の
一
員
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

氏
神
さ
ま
と
の
ご
縁
が
結
ば
れ
て
そ
の
一
生
の
間
、
何
か
に
つ
け
て
氏

神
さ
ま
と
氏
子
の
か
か
わ
り
合
い
を
も
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

神
社
本
庁
（
氏
子―

氏
神
様
と
の
か
か
わ
り
ー
）
よ
り 

祭

礼

関

係

者

合

同

会

議 

十
月 

十 

日
（
金
） 

「
氏
子
入
り
・
初
参
り
」「
祭
礼
能
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
各
煙
社
安
全
祈
願
」 

  
 

十
一
日
（
土
） 

「
殿
上
式
」「
奉
納
行
事
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
出
御
式
」「
神
輿
渡
御
」「
還
御
式
」 

  
 

十
二
日
（
日
） 

「
各
煙
社
安
全
祈
願
」「
や
ぐ
ら
宮
入
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
煙
火
奉
納
」「
成
就
式
」 
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【２】

日 

 

【
御
祈
祷
の
受
付
】 

安
産
祈
願
、
初
宮
参
り
、
厄
年
祓
い
、
車
両
交
通
安
全
、

結
婚
式
、
金
・
銀
婚
式
、
合
格
祈
願
、
作
業
安
全
等
ご
祈
祷

の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
ご
祈
祷
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
神
社
会
館
受
付
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
電
話
番
号
）
二
二―

一
九
六
九 

（
受
付
時
間
）
月
・
火
・
木
・
金
曜
日 

午
前
九
時
～
十
二
時
・
午
後
一
時
～
三
時 

（
御
祈
祷
料
）
五
千
円
か
ら 

 
 

※
出
張
祭
典
の
場
合
は
別
途
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

九
月
二
十
一
日
（
日
）
九
時
よ
り
第
三
回

神
社
除
草
作
業
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

例
大
祭
に
向
け
て
境
内
を
綺
麗
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
氏
子
の
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

池
の
鯉
が
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た 

こ
の
夏
の
猛
暑
が
原
因
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
池
の
鯉
が
全
滅
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。 

池
は
当
分
の
間
水
を
抜
い
て
い
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。 

七

五

三

詣

り

斎

行

の

ご

案

内 

除

草

作

業

の

ご

案

内 
十
一
月
八
日
（
土
） 

 
 
 

九
日
（
日
） 

 

受
付
時
間 

 
午
前
八
時
半
～
十
一
時
半 

 
 
 
 
 
 
 

午
後
十
二
時
半
～
一
時
半 

 
 
 
 
 
 
 

随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

受
付
場
所 

 

神
社
会
館 

 

初
穂
料 

 
 

ご
一
名
様
に
つ
き 

三
千
円 

社
殿
で
お
子
様
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
ご
祈
祷
、
お
祓

い
を
さ
せ
て
頂
き
、
授
与
品
（
「
お
守
り
」「
福
笹
」「
千
歳
飴
」
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。 

ま
た
、
社
殿
内
で
の
お
子
様
、
ご
家
族
の
写
真
を
記
念
に
お

撮
り
頂
け
ま
す
の
で
、
ご
家
族
様
お
揃
い
で
お
参
り
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

昨年の様子 

七
五
三
の
お
祝
い
は
、 

三
歳
児
の
「
髪
置
」
五
歳
児
の
「
袴
着
」
七
歳
児
の
「
帯
解
」
の
お
祝
い
事
に
由
来
し
、
平
安

の
昔
か
ら
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
千
歳
飴
は
、
子
供
の
無
病
息
災
・
延
命
長
寿
を
願
っ
て
お
宮
参
り
の
後
で
、
隣
近

所
に
配
っ
た
習
わ
し
が
伝
わ
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

昨年の様子 


